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関 係 法 令

政 令

。健康保険の被保険者 に 係 る 健康保険法の

適用 及 び厚生 年 金 保険の適用事業 所に 係

る 厚生年金保険法 の適用 に 関す る 政令

(2 7) 2 . 27 

（ 注）常時3 人又は 4 人の従業 員 を 使用 す る 国 又は

法人の事業 所又は事務所に 使用 され る 者 を 昭

和62年 4 月1 日 か ら 健康保険の 被保険者 と す

る こ と 及 び厚生年金保険の適用事業所 と す る

こ と と し た 。

省 令

。健康保険法施行規則 の 一部 を 改正す る 省

令 （ 厚生 9 ) 2 ・ 1 2

告 示
0政府の管掌す る 健康保険の 保険料率 を 定

め る 件 （ 厚生 1 9 ) 2 ・ 1 2

0 日 雇特例保険者 に 関 す る 保険料額並 びに

日 雇特例被保険者 及 びそ の事業主の負担

すべき額を 定め る 件 （ 厚生20) 2 ・1 2

0昭和62年度科学研究費補助 金 （ 海外学術

研究一大学問協 力 研 究）の 計画調書の提

出期 間 を 定め る 件 （ 文部 15) 2 . 20 

11 、 �z』

0日 本学術会議第 14期 会 員 の推薦に ついて 2 . 25 

学 内 規 則

富山大学学則の一部改正

富 山 大学学 則 の一部 を 改正す る 規 則 を 次の と お り 制定す る 。

昭和62年 2 月 20 日 富 山 大学長 大 井 信 一

富山大学学則の一部を改正する学則
富 山 大学学則 （ 昭和59年 3 月 12 日 制定 ）の一部 を 次 の よ う に 改正す る 。

第63条 に 次の た だ し 書 を 加え る

た だ し ， 入学 を 許可 す る と き に 授 業料 を 納付 し た 者が 3 月 31 日 ま でに 入学 を 辞退 し た 場 合 に は， 納付 し た 者の

申 出 に よ り 当 該授 業 料相当 額 を 返付す る 。

附 則

こ の学 則 は， 昭和62年 2 月 20 日 から施行す る 。

砂 富 山大学学則 の 改正理由

国立学校に お け る 新入生前期分授業料の徴収方法等に つ い て （ 昭和61 年 7月3 1 日 付け丈高学 第 228号文部 省高等

教育局 長 及 び文部 省大臣官房 会 計課長通知） に 基 づき， 新入生前期分授業料の取扱い に 関 し ， 所要事項 を 改め る 。

円ノ臼
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富山大 学教育学部規則の一部改正

富 山 大学教育学部規 則 の 一部を改正す る 規則 を次 の とお り 制定す る 。

昭和62年 2 月 20 日 井大富 山 大学長

富 山 大 学教育学部規則 の一部 を改正する規則

富 山 大学教育 学部規則 （ 昭和27年 4 月 18 日 制定） の 一部を次 の よ うに 改正す る 。

別 表II （イ ）教職科目中

｜｜…ー4 I 2 I の次に日日
を加え，日教育情報科学

を

に 改め る 。112813� 「「
」

附

こ の規 則 は，

貝リ
昭和62年 4 月 1 日 か ら施行す る 。

砂 富山大学教育学部規 則 の 改正理由

新た に 教育情報科学 の授業科目を開設す る た め， 所要事項 を改め る 。

富山大学経済学部規則の一部改正

富 山 大学経済学部規 則 の 一部を改正す る 規 則 を次 の と お り 制定す る 。

昭和62年 2 月 20 日 信井大富 山 大学長

富 山 大 学経済学部規則 の一部 を改正する規則

富山大学経済 学部規 則 （ 昭 和 50年6月 27 日 制定） の一部を次 の ように改正す る 。

別 表 第 l及び別 表 第 2 を次 の よ うに 改め る 。

3 
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別表第1
授業科目 及 び 単 位 数

経 済 学 科 （ 量問主 コ ー ス ）
単 位 数 単 位 数系 関 必 選

必
択

修

選 系 閑 必 選択

修必
選授 業 科 目 授 業 科 目亨I] J"IJ 

設 修 択 設 修 択

理 ミ ク ロ 経 済 学 4 4 応 リスク・7ネジメ 総 4 4 経 済 原 論 II 4 4 消 費 者
行 ン理

動ト
論
論論

論論論

4 4 
マ ク ロ 経 済 学 4 4 経 用 リ ス ク 4 4 論 経 済 変 動 論 4 4 経 保 険 総 4 4 現 代 資 本 主 義 論 4 4 営 保 険 経 営 4 4 経 経 済 学 史 4 4 経 営 戦 略 4 4 

済 厚数 園生 経 経
8
済i 数荷

学学論内� 
: : ＂畠� 生7寺品1土

主
又王 営 科 学 概 4 4 経 経 み済ま土 発 4 4 営 モ テ ル 分 4 4 学 生 活 経 4 4 管 営

理営計定 数解

理
言統十

4 4 経 済 入 学 4 4 子品 理 器… : : 経 済 史 総 論 4 4 統 4 4 
西 4 4 科 決 2 2 比 日 4 4 ゲ ー ム 4 4 
世 4 4 系 学 情 報 処 理 4 4 較 海 4 4 シ ス テ ム 4 4 
日 本 経産f周也

4 4 4 4 
I斉 経 経日

域

済
蟻会

業
会

本 : : 4 4 
I斉 地

社
産社

4 4 J走 霊 4 4 
：，社子L.、 4 4 4 4 1命 4 4*,} 4 4 4 4 2 2 地 社 学4 4 礎

刑
刑刑扱 法法 4各1念 : : 

産経農 済 政 策 総 論 4 4 
事 訴干法:.t, 司 ii\": 4 4 

学 政 業 政 4 4 法 比 較 概 2 2 業 政 策策
策
策

4 4 営 2 2 
政 4 4 4 4 策 干資士 源会 政結i 4 4 政国 際 政 治 2 2 

·H 労
数経

計
社

働
会

経 計計：資斉 制坐. : 4 4 法
｛民物責

法 総 4 4 
当工 理量i斉 統 学ロ”也 4 4 民 4 4 4 4 4 4 統経 学学 4 4 事 ｛

家
E
貰\; 十在 i� 4 4 4 4 

融 論 4 4 学 4 4 
用 4 4 2 2 
緩

際政 融総 論論諭t
諭
i詰 : : 4 4 

I斉 問
政方際 i

策
政商
業

: ： 系
企 険形券 小 切 手 : 4 4 4 4 ・ j毎 掬 4 4 学 経 学 4 4 業 取 づI 2 2 籍 企 論 4 4 経 済 4 4 

営 学 総 4 4 関 労 4 4 z育 費働働会
際

者 保 識づ体障
I 
織

2 2 

経
経緯
a経t 営

E
営学 方学 織法 l l l* 法'r. 首園周 保

取保
閏

fl l l 経 経企経経
4 4 際

阻 公 4 4 4 4 際 r経布1 済 組 織 2 2 4 4 営 日 2 2 経日‘ 済註ま・ －学－，：；； 草ーi�i 仰『�－ 8 8 営 労
労 � � 泡主 弛経 済I

斉 学r外－（・ l封 末書 論講 読入� � 
4 4 

学 務記 会原 2 2 備 考財視監
組
簿 書理論鎗

4 4 
学 査 : 4 4 この表に掲げる段業科目のほか， 特殊識義を設けることが

比国 較際 経 経 営営 ! ! できる。
系

用応 エ財管 価
理
算 ケ

務

通 計会
管

管
算理
計

書論 l l 経営 原流、 総 4 4 7 ー テ イ ン グ 4 4 

- 4 
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経 営 学 科 （昼間 主 コース ）

系
授

亨lj

理
5命
経

I斉
市干

止一と会ー

.lt 
較

t斉 U. 

I斉
長＿，，岡、

’＇.＇］： 政
策

千千
t首一会

系 Lち
！羽
寺署
ii守
担f

経
経

戸邑旦，

’長f

学
学

系 応用
升
経

邑u. 

業 科 目

経 1斉 原 論 II 
、、、 ク ロ 経 t斉 学

学で干’ ク ロ 経 i斉
経 済 変 動 函」必冊' 
王見 代 資 本 王 義 ”ゴt岡. 

経 1斉 学 史
数厚 生 経

経 ：斉斉 品雪寸ιーて理
経 I斉 発 展 ヲ.＇同' 生 i舌 経 I類ii"i 品寸主tー． 
経 I斉 人 学
経1 I；羊斉 史 総 U史岡西 経 i斉日 本 径一 if可 史世 界 経 if'i ii'' 岡
i毎 外

経 i 事 ↑�宵ノ閲" 日 本 事干 i斉日
I
本所 産I也 業理 学日�／間t同九. 経

地
域

開 発社 ZコE斗' ’＂J: 総 f,� 
十t Zコ込＝ζ -L、 理 学d一日比一
産 業 社 ヨbエ‘ I也 1或 十土 ぷz＇三

、 'C当L• 
経 t高 政 策 tll: ／冊. 
産 業 政 策策
農

1t 政資 ii車 政 策社 �＇ェ' 政 策,f岡止H ＃ミ、 Mi 労 1動 n I内
数 統 守ー
総 I内 統 百十 jー＂＇ ー・

鼠 革、f. if'i ，γ： 
金 前世 戸•＇ 岡� 
金 同自 政 策 而二t岡>. 

主［｛ 行 ii岡,. i財お F政位’Tミ 子金・ 日
総虫 ii長

論－
岡
: 

岡
. 

車R F足Rオ 政 政 策

学
→百��冊

岡
bλ 、地悶 際}j R才 政1所経

多 ドl 籍 企 業 一日三企間. 

年主 〆目"-. ，どd凶.. 総 長命
帝王 斤呂"-. 

方学 法
史

経 A品�－ 学 ／＇問. 
主主 営 �回iJl. Z内． 織 日f間九
品干 メ昌"-. 

理 論
iiヘ：‘ 業 去n 問企h

経 営 E策 I克 」｛問. 
帝王

務

営
本使

史
t許邑� 日 経労 管 理i系労 関組 織務 ¥ 動計財

簿監税 務記 之ij号t
、

査
悶 際較 経

経
斤
営

昌"-. E”；岡; .lt 

財管詰流ず 理品ケ務通
テ

許会
イ

管

総
ノ

霊
計

グ 草
理

論論論

学

単 位 数
開 －必

選択
修必

設 fl� 

4 4 4 
4 
4 
4 4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 4 
4 
4 4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 4 
4 4 
4 
4 
4 
4 
4 4 4 
2 
4 4 4 
4 
4 
4 4 2 
4 2 4 
4 4 
2 4 4 4 4 
4 
4 
4 
2 4 
4 4 4 

報

選
系

f受
事lj

択
4 4 用応4 経4 A車邑M手． 4 
4 4 営4 
4 4 管4 弓出」． 

理4 4 科4 系4 品：干4 
4 
4 
4 4 基4 
4 経4 4 礎
4 4 営4 法4 
4 4 
4 法4 民4 4 事
4 A寸＂： 法4 
4 
4 
4 4 系4 JA 正二4 4 業4 

系 関
4 係2 4 法
4 4 
2 

並通4 
2 4 
2 備 考

業 干キ 日

消

保
保

経

リ
リ

スク
費

営
険
ス

険
マ

者
ネク

経
戦

ン行メ
総

ノ理
営
略

動
ト 総

論

論
論

論
論

論
経
経
経
数

重
決

営
営

営
理

言
定

モ
科

デ学ル
数
語
理

言l 概分

ゲ ー ム

雲行
行

税
牙刑Jj 
汗lj
裁比
政
問

法
法

総各
事

政
訴芋法治IJ 

訟
車主 概
際 if;

法 総

執産産旅訴

4住 ｛呆

事事 行三回
八お

国
国

際 経
際
際

済 組
私

公 織
，経，外土又 許国昌

旦，

計昌旦．

学
経

；
営
f以F」： ， j寅

書業 議論
習
文
読

第280号

単 位 数
関 必 震必修
設

修

4 
4 4 
4 4 
4 
4 
4 4 
4 
4 
4 
4 
4 2 
4 4 4 4 
4 
4 
4 4 
4 
2 4 
4 
4 
2 
2 
4 
2 
4 
4 
4 
4 4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
4 2 
4 2 
4 
4 2 
4 2 
4 2 
8 8 
6 4 

4 この表に掲げる授業科目のほか， 特殊講義を設ける ことが4 
4 できる。

4 
4 
2 
4 
4 
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選
択
4 
4 
4 
4 
4 

4 
4 
4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
4 
4 4 
4 2 
4 
4 
4 
2 
2 4 
2 
4 
4 
4 
4 4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
4 2 
4 
2 
4 
4 
2 
4 2 
4 
2 

6 4 
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経 営 法 学 科 （ 畳 間主コ ース）

系
授

列

理

言命
経

i斉
経

学

比

較

｛斉 経

I斉
言命

ぷ寸a」． 政

策
科

ふ－￥：

系 応、
用
経
j斉
’'!f. 

経
経

’営
営

寸悼んー
学

系

応
用
t
営
:I 
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経
、、、

て7
経

現
経

厚数
経生
経

経
西日
世海
日
日
経

I社也
社産
地

喜資
社
労

数
経
計

金
金

銀
財
国

組財地図多

経

総経
経
経

,,., Zニ
経
経
日
労労
組
財税

簿監
比国

喜涜

業 干ヰ 呂

j斉
ロ

原経
論i斉ク

代
ク

構喜
ロ

本変
経
主動

済

義

理生
済

経
経 済

画機展類策発
活済

経
人

霊

本

童

経

済

済苦椅事外
本界 経

経

経
済

本

i斉
産
地 業

� 
発理会
l

理

総

、域業綾

全会

社
心社
関学

済 政 策政
政

政
政

徳
総

会会童
働

統
経

経

統 1十
斉

斉
十

融
策

政際
総
融

国
方際
政

籍 企
政
済
策

業

営 学 総

営

営
営

営
学 方

学

理

織法

務記 d原�，，＿ 三

査
較際 経

経
営
営

務
理

｛
算面 計

先ぷ2回定2
斗足

通

II 

論
A寸』寸�’: 

号ロ史車ぷ聞ゐ

学学
論
学A寸uー' 
営ロ企町胃史
史

論情
論

A寸さa多：岡4ー� 

草論

長白言企岡命‘ 

マ ー ケ テ ィ

管

総y算

理
計

タ
論

論事理諭

学

単 位 数関 必 選択修必
設

修

4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
4 
4 
2 
4 
2 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 

報

選 系
授

列択
4 
4 応4 車王 用4 革圭4 営4 
4 A昌� 4 
4 
4 β邑"' 
4 A十� 

理
4 
4 科4 系4 学4 
4 
4 
4 
4 基4 
4 経4 
4 礎
4 
4 斤邑� 

4 法4 
4 
4 
4 法4 民4 
4 事
4 学 法4 
4 
4 
4 
4 系4 It: 4 
4 

業4 
4 関
4 1系2 
4 法4 
4 
4 
4 
2 i通I: 4 
2 
4 
4 
2 備 考4 

業 科 目

消リスク
費 マ

者

ネジ
行

メ

総
草

y

理

動ト総

論

論語書保リ
ス

険
ク

保
経

険

営 戦経

数

経
経

経

経統

営
営

モ科デ 学ル 慨分

決

営
理

営
計

定 理

数
統解

計

情ゲン 報ー 処ム 理
ス テ ム

霊行
行

法
法
政

政
II 

法
法

牙lj 法
法汗IJ

汗IJ 事 訴
法事

政
治

lj 
裁

比
E
国

女 較

際 、d、I 
民 法 総

語物家
執

担訴

権権
族

産権 ｛呆
民

事
事 三ロ行八ム

破民

形険券 小・取海切 引手商

消労

経

費
働
働
会
際

者

保団取保

治

保

弘

護体障引麹

法
法 法 学

学

学

外卒国業

i

書

寅

諭講 1官文言売j 

第280号

単 位 数開 必 i

修択必塞
吾亘又凡 -0� 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
4 
4 4 
4 4 
4 
4 
2 
4 4 
4 
4 
2 2 
2 
4 4 
2 
4 4 
4 4 
4 4 
4 4 
4 
4 4 
4 
2 
4 4 
4 4 
4 4 
4 
2 
4 
2 
4 
4 
2 
4 
2 
4 
2 
8 8 
6 6 
4 

4 この表に掲げる授業科目のほか，特殊講義を設けることが4 
4 できる。

4 
4 
2 
4 
4 
4 

選

択
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
4 

4 
4 
2 
4 
4 
2 
2 

4 
4 
2 

4 
2 
4 
2 
4 
4 
2 
4 
2 
4 
2 

4 
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経 済 学 科 （夜間主 コ ー ス ）

系
f受亨lj

理

学
諭経済

n 

ifi 

比

較総：論汚
戸f主ゐ

政科
学
策

系

応

車�用
E舟: 

告主
経1

片邑'4 

営
学

，一也 子一・ー

応
系 用

年王
メ昌'4 

業 千‘ト 日

経事
経
i 済t訴長 本

原
原愛 諸論 l1 

現経吟 代t首資済 長E 主学
動
if守義

論
諭学史

出手 史 総

案
理

済
協

高
珊
JiU 
缶
,: 世

年主産jtf!. 閣任
主

日
経地
産

地
社日

学
論，；冊

d令乙：発� じ、三,' 
、

、
さ宇
社社 ，γ 

経産
農
資
社

治 業業融会

政
策政

政
政
政

総
策品J策策策.iii 命

労続
計

働前民 経
統統

治
計
治 学

学

金岡富 倣学行合P.t 際
政際

品虫
総政i 所経

党－ ，μ． ． *-11: 
事S経企字·� メ晶主ん ’＇'f: 

メ’国話ユ ι
’ 管高業fl 

理
織

続税
日

務; 
開告管行史
会
を

動
理
境総常

計労組財税薄

比

園 務記 d原zι＝ 、

較際 統総 営営・

財管
流
原 理価

務

計

会
管 計算

i函 総7 ー ケ テ ン グ

三，jl間2、
百蝿詣諭三省,, 

，吉且会

,f咽.,, 

開

設
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 

学

単 位 数
必

選択必修
i茎

fl事 J尺
4 
4 

4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 

報

系
tf 91] 

a営学
系
手 理管

科
学

基

経 礎

A品'4 法

法 事
民

法

学 i人.t: 

業
関系
係
法

圭通七

備 考

業 科 自

経
経
経

営
営
営
科 学数

統
慨 評

論
学

論
習情プゲ ロ報グ ラ処

ム
ミ 理ン 分グ総演

法 概
政 法 概

事
朝
政

訴
法

H
日1 

訟
較 概

際 治

:t 家民破
I 喜 草 書

法訟
法
』

事 族産訴 訟

費働
際
会 者 法

保取

保
慨障引護

際
際
経 済 組公 織

経
経 済済学 卒

学
業

演
論 文習

第280号

単 位 数
関 必 選
設

修 択躍
択

4 4 
4 4 
4 4 
4 4 
4 4 
4 4 
4 4 
4 4 
2 2 
2 2 
2 2 
4 4 
4 4 
2 2 
2 2 
4 4 
2 2 
4 4 
4 4 
4 4 
4 4 
2 2 
4 4 
4 4 
4 4 
2 2 
4 4 
2 2 
4 4 
2 2 
4 4 
4 4 
2 2 
8 8 
6 6 

この表に掲げる授業科目のほか， 特殊講義 を設けることが

できる。

7 -
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経 営 学 科 （ 夜 間主コ ー ス ）

系
列

経

j斉

学

系

経
片邑品

学

系

授 業 干ヰ 目

理
論経

学
務

上ヒ較経｛斉雪.�

政
策科学

学
応用経済

経
営

学

応
用
年E
営ー

- 8 一

経 済 原 論経 j斉 原 きロム岡経 I斉 本変
主

動現 代 資 義経 1斉 学生 活 経 1斉経 済 史 I総斉世
界本 経

日 車圭 i斉
日 本 産 業車圭 I斉 I也 理1也 域 関 発社産 ＝左E込' 学 i会総，，＇三' 業城 社

社地
室後

I斉 政 策政
政政

総業業
会i原 政

労 経 ｛！量斉動 統経 目

：
斉十斉5十 経，

金銀国 学融行金際
政融総
済

財 方政
際I国也 財主l経 経 ，向骨 寸み且ー． 総営 学経 営 営 車タ

業
回ill. 捻J 理織経

11'、 － 経 必昌以． E史�i 境総経
務総
務

本 営日 2管
行会

fl 葺z理
営f. 

労車財毛務国
比

岨足 務記
会
原

較際 経 経 営片百"-
財管 原流 理価務 会計 管 計算

通 総7 ー ケ テ ン グ
保保リ ス ク 理険 総経 険営 経戦 営略

学

単 位 数
開 必 選
設 修 択修必

I 4 
II 4 き困t問> 4 
論史

4 4 学 4 
論
吾函ム岡 4 4 2伺'i'旬 4 呈r/＇ 冊' 4 寸よ主aー． 4 ヨl岡' 4 
論 4 学
ー＂＂「予

4 4 
策百
策
冊 4 4 4 

策 4 
策
論学

4 4 4 学 4 
論百命 4 4 
学
論

論員S
4 4 4 4 
4 4 4 4 4 4 4 2 4 4 4 2 

E
理ニ前命回，、 4 4 4 

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

必
選
択4 4 4 4 4 4 
4 4 4 4 4 4 4 4 4 
4 4 4 4 4 4 4 4 
4 4 4 4 4 4 
4 4 4 4 4 4 4 2 4 4 4 2 4 4 4 
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

報

系 f受9IJ 

経営主 管理
学科

基

経 礎

持邑ι 法

法 事民法

学 ｛� 
業
関系
｛系
法

卦通
土

f賄 Jj·

業 科 目

経経事
営
ー営営

科
ム

学数統
慨

語
論学
論習情プ ロ報グ ラ処ミ理ン 分グ総 I寅

憲千4見T 

法 概政 法 慨
I也 方方

法公自務概 治員I也再lj
牙lj 事

法政
訴
治判

歪同PムH、
裁上ヒ 車交 概政国 際 i白

富家民破
産
産 法法 概概 吾�.旨1岡t問� I 

法法法
II 

訴族産事 言回尽以

高手保証
法

j切毎概 手商形険券
ノl・ 、

取I斉経消
費

際
働会 者保取法保

障引概直労社回目
経平号、 組公際 il'i 織

経 戸昌ん

学経 卒営邑＿／：
業書

t寅 t
文¥1 経外 営国 t識ifui 

第280号

単 位 数
開 ，必 選

択修必
選

設 修 択
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
4 4 4 4 2 2 
2 2 
2 2 4 4 4 4 2 2 
2 2 4 4 
2 2 
4 4 4 4 4 4 4 4 2 2 
4 4 4 4 4 4 2 2 4 4 2 2 4 2 4 4 4 4 2 2 
8 8 
6 6 4 4 

この表に掲げる授業科目のほか， 特殊講義を設けることが
できる。
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経 営 法 学 科 （ 夜間主コー ス ）

方川、、
亨lj

理

両経済企，
省
A

ι 

経 上七
較
続
i汚

ii'i ／岡' 

ど子一山
政
策手｜’＇＇'f: 系

L芯；

総i
別·� 
年正

n 
営

品・4
λ市－－ 

よ＇＇！』－． 

応
系 用

骨ま
，邑‘� 

業 千＇f 目

キ王 l"斉� 
！原

Jロ町3
ι問四＂、

経 原
経 ifi 変 重力
現 代 資 本 王 義
ル；.｝ i汽 A寸� 

生 I舌 主を ｝斉
年先 l肖 史 毛色
世 界 年壬 i斉日 本 経 ii寺日 本 産 業経 I所 I也 理I也 域 開

総
発社 λZ己＇、 'if_ ・

奪． 業 全土 4 云〉、f也 域 ネ十

産t農ff. ii守 政 策 総
業業 政

政
'ft i時i 政社 乏コ巳込 政
11· j�1J If} i.l'i 
車正 I行 統

話L n i行
金 品i!
ffeH h 
民｜ ｜祭 金 同虫
P,;f 政 ーす 総I也 }j 財 政
[£) F民事 経 ii'i 
紙一 j向�，，. 会川一・ 総
車正 'i• ’a ・ ，，叫．， 
n F出当

－ 品目 品世
経企 常 「業日抗 埋a
寺子 常 I荒 t寛
n. 営

務本
史 総

労組員
日
オ

管1会主1
争 互動計

営理
織務

平il 手長 iこ、ζ 

簿比医l
三ロ日」 )Jj( 

際車交 メ昌斤1目,:. 経

財1耳、
務 官

理1面
会

計 算長十
流 通 総7 ケ ン ク

保
保
経
リ 険

営
ス険 経戦ク 総営略理童

開

設

I 4 
II 4 函三間b. 4 
u三／岡. 4 
史 4 
主T 4 
日－間/> 4 i日p ι間 4 d長L岡、 4 U三間L‘ 4 
え4とμ・ 4 西ー岡λぉ 4 
論 4 

4 
'f: 4 
I一l間J、 4 
策部主 4 

4 
策 4 
策 4 
a，聞" 4 ーョt 4 
ぞ／： 4 
1色2間f、 4 
，；間" 4 
｛岡、 4 ，；＇岡' 4 
；；岡" 4 ，、浮－．. 4 
.i� 4 
世： 4 

' 3ノ冊2
、 4 

n三ー，；剛’岡; 為 4 
4 

，，附企＇ 4 
；｛＇附' 4 

2 
市

許命
4 
4 
4 
2 

理同日一／問間、二 4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 

品同手・

単 位 数
a必 選

｛｜事 ：｝辺I�
、

選

打｛
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
2 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 

報

系
校

手I]

経 戸
理
田町A主

系当; 千；｝
ふ寸旦A． 

基

事正
礎

〆】～u’ ． 法

i去 f事
法
( 

·＇：・九ー 企
業
関系
｛系
法

士通七

｛繭 考

業 干iト 目

経
経

経ゲ
営

ー

営
営

科

ム

学数
統

慨 論
学計析
論習情プ ロ報グ ラ処ミ理ン 分グ総演

憲行
税

法 概政 法 概
I也

方方
法公自務

慨

治
員t也

刑
刑教比

事

政

判
主
法治
再 さ員二j、、

較 概政悶 際 t白

財財ヲ
れ破ま： 

産
産 法

法 槻慨 言子函五命間込
法
法
法

II 族訴産事 三日Fム句、

険形
券

法
小取

i売
切梅棟引商手

費際働
会 者取

法
保

保
引悦障護

国国 際 組／ーι 、、、
F祭 経 1斉 織

法
法

法 学学学外卒国業書i寅 論講
文読
習

第280号

単 位 数
開 必

修
選択必

設 ｛｜事
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 4 
4 4 
2 
2 
2 
4 4 
4 
2 2 
2 
4 
2 
4 4 
4 4 
4 
4 4 
2 
4 4 
4 4 
4 
2 
4 
2 
4 4 
2 
4 
4 
2 
8 8 
6 6 
4 

この表に掲げる授業科目のほか， 特殊講義を設けることが

できる。
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選

択
4 
4 
4 
4 
4 
4 

2 
2 
2 
4 
2 
4 
2 

4 
2 

4 
2 
4 
2 
2 
4 
4 
2 

4 
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別表第2
単 位 修 得 方 法

（ 昼間主コ ース ）

経 済 学 科 経 営 学 科 経 営 法 学 科

区分 授 業 科 目 単 位 授 業 科 目 単 位 授 業 科 目 単 位

必 経 済学演 習 経 営学演 習 憲法 I （ 統治機構 ） 4 

修 経営学演習 経済学演習 民法総則 4 

科 法学演習 8 
目

言十 8 8 1 6  

経 済原論 II 経営学総論 4 憲 法 II （ 人権 ） 4 

ミ ク ロ経 済学 経営管理論 4 刑法総論 4 

選 マ ク ロ経 済学 経営史総論 4 裁判法 2 

財務会計論 4 政治学 4 

択 簿記原理 4 D 物権法 4 

経営学総論 流通総論 4 債権法 4 E 
必

簿記原理 保険総論 4 債権担保法 4 

｛穆 民法総則 経営科学概論 4 民事訴訟法 4 

会社法 情 報処理総論 4 商法総�lj • 商 行為法 4 

干＂t 会社法 4 

手形小切手法 4 

目 法学卒業論文 6 

計 1 2  12 2 0  

選 経済学系2 0単 位 を 72以上 経営学系36単 位 を 72以上 経営法学系 2 0以 上

択 含め 含め

干ヰ 経済・ 経営学系 36以上

目

五十 72以上 72以上 56以上

合計 92以上 92以上 92以上

圧 A 1科 目 を 必修 科 目 とす る 。

B .  2 科 目 を 選択必修科 目 と し ， 他の科 目 は 選択科 目 とす る 。

C. 1 科 目 を 選択必修科目 と し ， 他の科目は 選択科 目 とす る 。

D. 3 科目を 選択必修科目と し ， 他の科 目 は 選択科目とす る 。

E .  5 科目を 選択必修科 目 と し ， 他の科目は 選択科 目 とす る 。

F 3 0単位 を 限度 と し て ， 夜間主コ ースで開講 さ れ る 授業科 目 か ら 履修 す る こ と ができ る 。

た だ し ， 演 習 ， 外国書講読及 び卒業論文は 除 く 。

ハU1EA
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（夜間主 コ ー ス ）

経 済 学 科 経 営 学 科 経 営 法 学 科

区分 授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位 授 業 科 日 単 位

必 経営学 演 習 経営学演習 憲法概論 4 

{I妻 経営学演習 経済学演 習 財産法概論 I 4 

科 法学演 習 8 

目

言十 8 8 16 

経済 原 論 I 行政法概論 4 

経 済 原 論 II 刑法概論 4 

選 裁判 法 2 

財産法概論II 4 
J尺 民事訴訟法 4 c 

商法概論 4 
必

手形小切 手法 4 

官事 労働法概論 4 

法学卒業論文 6 

千？十

目

計 4 12  

jg 経済学系32単 位 を 64以上 経営学系 36単 位 を 68以上 経営法学系 12以上

tr� 含め 含め

科 経済 ・ 経営学系 36以上

目

計 64以上 68以上 48以上

合計 76以上 76以上 76以上

注 A .  l 干ヰ 目 を 必修 科 目 と す る 。

B .  l 科 目 を 選択必修科 目 と し ， 他の 科 目 は 選択科 目 と す る 。

C. 3 科 目 を 選択必修科 目 と し ， 他の 科 目 は 選択科 目 と す る 。

D .  一般教育課程 及 び専 門 教育課程に お い て ， 30単位 を 限度 と し て ， 昼間主 コ ー ス で開講

さ れ る 授業科 目 か ら 履修す る こ と が で き る 。 た だ し ， 演 習 ， 外 国 書講読 及 び卒業論文は

除 く 。

－EムTEA
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附 則

1 こ の規則 は ， 昭和62年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。

2 こ の規 則 の 施行 日 に お い て ， 専 門 教育課程へ移行

し て い る 者 に つ い て は ， な お 従前の例に よ る 。

3 前項に 該 当 し な い 昭和 60年度以前 の 入学者 に つ い

て は ， 別 表 第 1 の昼間 主 コ ー ス の 表 及 び別 表 第 2 の

報 第280号

畳間主 コ ー ス の 表 （ た だ し ， 注 F を 除 く 。 ） を 適用

す る 。

砂 富 山大学経済学部規則 改正の理由

経済学部経済学科等の拡充改組 に 伴 い ， 所要事項 を

改 め る 。

富山大 学地域共同研究 セ ン タ ー 創設準備委員会要項の制定

富 山 大学地域共同 研究 セ ン タ ー創 設準備委員 会要項 を 次 の と お り 制 定す る 。

昭和62年 2 月 20 日 富 山 大学長 大 井 信 一

（ 設 置 ）

富 山 大学地域共 同研究セ ン タ ー創設準備委 員 会要項

（ 議事 及 び運営 ）

第 l 条 富 山 大学 に ， 地域共 同 研究セ ン タ ー （ 以下「セ

ン タ ー 」 と い う 。 ） が 設置 き れ る ま での 間 ， そ の創

設準備 の た め， 工学部 に 地域共同研究セ ン タ ー創 設

準備委 員 会 （ 以下 「 準備委員 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。

（ 組 織 ）

第 2 条 準備委 員 会 は ， 次 の 各号 に 掲 げ る 委員 で組織

す る 。

( 1 ） 理学部 の 教授

(2) 工学部の教授

4 名

8 名

(3) 教育学部， 教養 部 及 び ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー

の教授 各 l 名

(4) 工学部事務長

(5) そ の 他必要 と 認め る 者

2 前 項 の 委 員 は ， 学長が命ず る 。

（ 審議事項 ）

第 3 条 準備委員 会 は ， セ ン タ ー に 関 す る 次の事項 を

審議 し ， 必要な 措置 を 行 う 。

( 1 )  民間等外部の機関 と の連携協 力 に 関す る 事項

(2) セ ン タ ー 長 及 び教官の推薦 に 関 す る 事項

(3) 施設， 設備 の 整 備 計画 に 関 す る 事項

(4) そ の他創 設 準備 に 関す る 必要 な 事項

（ セ ン タ 一長 等 の推 薦 及 び選 考 ）

第 4 条 前 条 第 2 号 に 掲 げ る 事項の審議は ， 第 2 条 第

l 項 第 1 号か ら 第 3 号 ま での 委 員 で行 う 。 セ ン タ 一

長 及 び教官の選 考 は ， 準備委 員 会 の 推 薦 に よ り 工学

若干 名

部教授会の議 を 経 て 学 長 が行 う 。

第 5 条 準備委員 会 に 委 員 長 を 置 く 。 委 員 長 は ， 委員

の 互選 に よ る 。

2 委 員 長 は ， 準備委員 会 を 招 集 し そ の 議長 と な る 。

た だ し ， 委 員 長 に 事故 が あ る と き は ， 委 員 長 が あ ら

か じ め指 名 し た 委員 が そ の職務 を 行 う 。

3 準備 委 員 会 は ， 委 員 の 半数以上が 出 席 し な け れ ば

開 会 で き な い 。

4 議事は ， 出 席 者の 過半数 を も っ て 決す る 。 た だ し ，

可 否 同 数 の と き は ， 議長 が こ れ を 決す る 。

5 セ ン タ ー が設置 さ れ た と き は ， 準備委 員 会の 議決

事項 を セ ン タ の 管理運営機関 の議決事項 と み な す 。

6 そ の 他準備委 員 会 の 運営に 必要 な 事項 は ， 委 員 長

が定め る 。

（ 庶 務 ）

第 6 条 準備委員 会の庶 務 は ， 工学部事務 部 に お い て

処理す る 。

附 則

1 こ の要項は， 昭和62年 2 月 20 日 か ら 実施す る 。

2 こ の 要項は， 富 山 大学地域共同研究セ ン タ ー カ、設

置 さ れ た 日 に ， そ の効 力 を 失 う 。

砂 富 山大 学地域共同研究セ ン タ ー 創 設準備委員 会要項

の 制定理由

富 山 大学地域共 同 研究 セ ン タ ー の新設に 伴 う 創 設準

備 委 員 会 に 関 し ， 必要事項 を 定め る 。
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諸 議ASA

 

昭和62年公開講座第 2 回委員会 （ 2 月 2 日 ）

（議 題）

昭和 62年度 公開 講座 の 実施計画 に つ い て

第 5 回 富 山 大 学情報処理セ ン タ ー 運営委員会 （ 2 月 1 3

日 ）

（ 議 題）

1 組織変更 に つ い て

2 . オ ベ レ ー シ ョ ン 業務請 負 の 件 に つ い て

昭和6 1 年度第 5 回 大 学院委 員会 （ 2 月 13 日 ）

（審議事項）

1 . 昭和62年 度富 山 大学大学院 人文科学研究科 （ 修士

課松 ） 入学試験介格者 の 判 定 に つ い て

2 . 昭和62年 度 富 山 大 学大学 院珂ー学研究刊（ 修士課科 ）

lえ び工学研究科 （ 修一i：課 ね ） 第 2 次 入学試験合格

者 の 判 定 に つ い て

3 . 白 山 大学大学院規 則 の一部改正 （ 案 ） に つ い て

昭和61 年度第 1 2 回 入学試験管理委員 会 ・ 第 6 回 入 学者

選抜方法研究委 員会の合同委員会 （ 2 月 1 3 日 ）

（審議事項）

各学部 で介栴者 を 決定す る 際 の 判 定資料の 内 容 に つ

い て

富 山大 学放射性同位元素委員会 （ 2 月 16 日 ）

（議 題 ）

ト リ チ ウ ム 許可使用 量の増 量 申 請 に つ い て

昭和6 1 年度第 1 団体育施設委 員 会 （ 2 月 16 日 ）

（議 題）

富 山 大学体育施設運営協議会要項 に つ い て

昭和6 1 年度 第 5 回入学者選抜方法研究委員会専門委員

会 （ 2 月 1 7 日 ）

（議 題）

入学者選抜方 法 の 改善 に 伴 う 昭和60年度以降 （ 第 5

期 分 ） の調査研究 事項 に つ い て

昭和61 年度第 3 回 教務委員会 （ 2 月 1 7 日 ）

（ 審議事項）

昭和62年度 非 常 勤 講師 に つ い て

第 1 1 回 評議会 （ 2 月 20 日 ）

（審議事項）

1 . 富 山 大学学則 の一部改正 に つ い て

2 . 富 山 大学教育学部規則 の一部改正 に つ い て

3 . 富 山 大学経済学部規 則 の一部改正 に つ い て

4 . 富 山 大学地域共 同 研究 セ ン タ ー 創 設準備委 員 会要

項 の制定に つ い て

5 . 昭和62年度富 山 大学教育専攻科及 び経済学専攻科

入学者選抜試験合格 者 の 判 定 に つ い て

昭 和62年公開講座第 3 固委 員 会 （ 2 月 23 日 ）

（ 議 題 ）

昭和62年 度 公 開 講座 の 実施計画 に つ い て

教務委員会及 び補導協議会の合同委員会 （ 2 月 26 日 ）

（審議事項）

富 山 大学学生部長選考基準 に 基づ く 次期学生部長候

補適任者の選定に つ い て

昭和61 年度第 5 回補導協議会 （ 2 月 26 日 ）

（審議事項）

1 . 昭和62年 度 入学生行事 日 程 に つ い て

2 . 第32回 大学祭に つ い て

3 . 文化部会 2 号委 員 に つ い て

4 . 音楽系サー ク ルの騒音 問題に つ い て

っa
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品凶・手 事

学 位 取 得 者

取 得 者 工学部 助 手 諸橋 昭一 取 得 者 経 済学部 教授 中 藤 康俊
学位の種類 工学博士 （ 東北大学 ） 学位の種類 農学博士 （ 名 古 屋大学）

取得年 月 日 昭和61年 1 1 月 1 2 日 取 得年 月 日 昭 和62年 1 月 27 8 
学位論文名 摩砕 に よ る 超微粉体の製 造 に 関す る 基礎 学位論文名 日 本農業の地域構造 に 関す る 実証的研

的研究 JE 

昭和62年度 文 部 省 在 外研究 員 派遣予定者 の決定

種 実質 学部名 職 名 氏 名
主 た る 滞在地名 及 び 当 j辰 遺

調査研究題 目
該滞在地の属 す る 国 名 期 問

工 学 部 助 教 授 五 嶋 孝 仁 エ パ ン ス ト ン 異種弾性体の接触熱応 月

長 期 （ 甲 ）
（ ア メ リ カ 合衆 国 ） 力 に 関 す る 研究

1 0  

経済学部 II 中 山 幹 夫
エ ノ 〈 ン ス ト ン ゲー ム理論 と 数理経済

（ ア メ リ カ 合衆 国 ） 戸ナ且． 1 0  

理 学 部 II 回 口 茂
オ タ ワ 水 中 の微量成分の定量
（ カ ナ ダ ） に 関 す る 研究

2 

短 期

工 学 部 II 島 崎 長一郎
マ イ ン ツ 分

ト リ ア ジ ン 系化合物の

（ ド イ ツ 連邦 共和 国 ）
解 と 生 成 に 関 す る 研 2 q丸h, 

長 期 （ 甲 ） 人 文学部 議 師 村 井 文 夫
ノ マ イ リ ュ ミ ニ ス ム と プ レ

（ 若 手 ） （ フ ラ ン ス ） ・ ロ マ ン ア イ ズ ム 1 0  

昭和62年度文部省 内地研究員 の決定

所 属 職 名 氏 名 研 究 場 所 研 究 課 題 派 遣 期 間

逸脱現象 （ と く に 青 少年 非 昭和62年 5 月 1 日
教 養 部 助 教 授 中 河 伸 俊 京 都 大 学

行 ） の 社会的構成 の研究 昭和63年 2 月 29 日

気 液 上昇並流充填塔 に 関 す 昭和62年 5 月 1 日
工 学 部 助 手 J I  I 崎 博 幸 II 

る 研究 昭 和62年10 月 3 1 日

＠ 構 内 での 自 動車等 の運転は， 教育 ・ 研究 に 支 障 を

来 さ な い よ う 安全運転 に努め定め ら れた 交通方法，

歩行者の安全及 び騒音防止 に努め ま し ょ う ．グ

A斗ゐ噌EA
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人 事 異 動

異動 区 分 発 令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所属 官職 異 動 内 容 任 命権者

退 耳故 62 3 北 野 11" 技術補 佐 員 （ 経理部主計課 ） 昭和62年 2 月 28 日 限 1） 退職 し た 富 山 大学長

II 門 村 英 城 技術補佐 員 （ 経理部主計課 ） 昭 和 62年 2 月 28 日 限 り 退職 し た II 

II 平 田 賢 ifl 技 術補 佐 員 （ 経理部主計課 ） 昭和62年 2 月 28 日 限 り 退職 し た II 

II 中 島 満 雅 教務補 佐 員 （ 教養 部 ） 昭和62年 2 月 28 日 限 り 退職 し た II 

II 本 田 善 彦 事務補 佐 員 （ 附 属 図 書館 ） 昭 和62年 2 月 28 日 限 り 退職 し た II 

II 藤 木 嫡 ＝ 日I� 事務補 佐 員 （附 属 図 書館 ） 昭和62年 2 月 28 日 限 り 退職 し た II 

学 内 諸 報

叙位 ・ 叙勲

本学名 ？を教校新 田 隆 信 氏 は ， 昭和 62年 1 月 1 6 日 逝去

（ 享年70オ牟 ） さ れ ま し た が， lriJ 氏 の生 前の功績 に 対 し ，

同 日 付け で従三位に 叙 さ れ， 勲三等旭 日 中綬章が授 与

さ れ ま し た 。

本学名 誉教授 池 田 正 夫 氏 は ， 昭和62年 2 月 4 日 逝去

（ 享年66オ ） さ れ ま し た が， 同 氏 の 生 前 の 功 績 に 対 し ，

同 B 付け で正 四 位に 叙 さ れ， 勲 三 等旭 日 中 綬章 が授与

さ れ ま し た 。

海 外 渡 航 者

j度 航 の 種 類 所 属 月放 氏 名 渡 航 先 国 目 自句 期 間

（ 西部 ス ピ ー チ ・ コ ミ ュ ニ ケ 62 . 2 .  1 3  
教 養 部 助 教授 ;g 川 純幸 ア メ リ カ 合衆 国 ー シ ョ ン 学会 ） 1987年度大会

海 外研修旅 行 に 参加 発表 62 . 2 .  20 

ハ サ ヌ デ ィ ン 大 学 と の 大 農場 62 . 2 .  1 3  
教育学部 助 手 結城 善之 イ ン ド ネ シ ア

開 発 の た め の 共 同研究 62 . 2 .  23 

＠ 退斤， 退室の際 に は ， 戸締 り の徹底 ・ 電気， ガ ス

の消 し 忘 れ， タ バ コ の吸般の後始末に 十分注意 し ，

盗難の防止 ・ 火 災 の 予 防 に 心が け ま し ょ う グ

＠ 電気， ガ ス ， 水の省 エ ネ ・ 省資源に協力 し ま し ょ

う グ
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教育学部長の改選

野村 昇教育学部長 の任期が， 昭和62年 3 月 30 日 に

満 了 す る こ と に 伴 い ， 教育 学部教授 会 は ， 2 月 1 8 日 に

次期学部長候補者の選挙 を 行 っ た 。 そ の 結果， 現職 の

野村 昇教授が再選 さ れ た 。

任 期 は ， 昭和62年 3 月 31 日 か ら 2 年 間 。

理学部長の改選

中 川 正之理学部長の任期が， 昭和62年 3 月 31 日 に 満

了 す る こ と に 伴 い ， 理学部教授会 は ， 2 月 18 日 に 次期

学部長候補 者の選挙 を 行 っ た 。 そ の結果， 小黒千足教

授 が選 出 さ れ ま し た 。 任 期 は ， 昭和62年 4 月 1 日 か ら

2 年 間 。

小黒教授 は ， 昭和28年 3 月 北海道大学理学部動物学

科 を 卒業後， 同 28年 4 月 北海道大学大学院（ 修士課程）

に 入学同， 29年 8 月 同大学院を 中 退， 同 月 北 海道大学理

学部助手， 同 41年 4 月 富 山 大 学文理学部助 手， 同43年

4 月 同助 教授 ， 同 49年 7 月 間 教授， 同 52年 5 月 文理学

部改組に よ り 理学部教授 と な り ， こ の 間， 昭和54年 5

月 か ら 4 期 に わ た り 富 山 大学評議員 を 併任， 現在 に 至

っ て い ま す 。

専 門 は ， 形態学 （ 比較 内 分泌 学 ） 理学博士， 北海道

出 身 。

工 学部長の 改選

位崎敏 男 工学部長 の任期が昭和62年 4 月 1 日 に 満 了

す る こ と に 伴 い， 工学部教授 会 は 2 月 23 日 に 次期学部

長候補 者の選挙 を 行 っ た 。 そ の結果， 作道栄一教授が

選 出 さ れ ま し た 。 任期 は ， 昭和62年 4 月 2 日 か ら 2 年

問 。
作道教授 は ， 昭和28年 3 月 富 山 大 学工学部工業化学

科 を 卒業後， 民間会社 を 経 て ， 同 36年 4 月 工学部助手，

同 39年 4 月 同 講師， 同 46年 1 月 間 助教授， 同 52年 4 月

同 教授 と な り ， こ の 間 ， 昭和52年 7 月 か ら 2 年 間附属

図書館工学部分館長， 昭和60年 6 月 か ら 富 山 大学評議

員 を 併任， 現在に 至 っ て い ま す 。

専 門 は ， 応 用 物理化学。 理学博士。 富 山 県 出 身 。

ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー 長の改選

中 川 正之 ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー長 の 任期が， 昭和

62年 3 月 3 1 日 に 満 了 す る こ と に 伴 い ， ト リ チ ウ ム 科学

セ ン タ ー 運営委 員 会 は 2 月 23 日 に 次期 セ ン タ ー長候補

者の選考 に つ い て 審議 を 行 っ た 。 そ の結果， 全会一致

を も っ て 理学部教授小黒 千 足 氏 を 選定 し ， 学長 に 推薦

す る こ と に な り ま し た 。

な お ， 次期 セ ン タ 一 長 の任期 は， 昭和62年 4 月 1 日

か ら 昭和64年 3 月 3 1 日 ま であ る 。

昭和61 年度全国公務員 レ ク リ エ ー シ ョ ン

共 同 行 事富 山 地 区 ボ ウ リ ン グ大会

昭和61年度全国 公務 員 レ ク リ エ ー シ ョ ン 共 同 行事富

山 地 区 ボ ウ リ ン グ大会が， 去 る 2 月 21 日 （士） ト ヤマ ゴー

ル デ ン ボ ウ ル （ 富 山 市千歳町 ） に お い て ， 富 山 財務事

務所 の 当 番 で開催 き れ ま し た 。

競 技 は 午後 l 時30分か ら 始 ま り ， 2 ゲー ム に よ る 合

計得点数 に よ っ て 団体戦 及 び個 人 戦の順位 を 決定す る

方 法 で実施 さ れ ま し た 。

本学か ら は ， 4 チ ー ム 1 2名 が参加 し ま し た が残 念 な

が ら 団体戦 ・ 個 人戦 に 入賞 で き ま せ ん で し た 。

な お ， 団体戦の成績 は 次 の と お り です。

団体戦

優 勝 富 山 医科薬科大学 B チ ー ム

次 勝 II A チ ー ム

ー 位 富 山 食糧事務 所 A チ ー ム

co

 

司EA
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本 学 名 誉教校 池 田 正 夫 氏 は ， 昭和6 1 年 10 月 か ら 病 気

川l療 中 の と こ ろ 薬 石効 な し 昭和62年 2 月 4 日 国 立療

養 所 松 戸 病院 に お い て 逝去 さ れ ま し た 。 享年66'5 ＂ 。

同 氏 は ． 昭 和 20年早稲 回 大学理工学部金属学 刊 を 卒

業 さ れ ， l\:閉会社， 公立学校教 民 を 続 て ， l<i] 26年 4 月

に 高 山 大学工ー学部助 手 に 着任 さ れ ， 同 29年 4 月 Ji:I］ 助 教

技 ， 同45年 1 0 月 l司 教技 と な り ， lii] 61 年 3 月 31 日 を も ヮ

て 停年 に よ り 退官 さ れ ま し た 。

こ の 間 本学： に 奉職以米， 35年 の 永 き に わ た り 教育 ・

研究 に 従事 さ i L ， 工業技術者， 教育研究者等 多数の 人

材育 成 に 良 献 さ れ ま し た 。

- h ， 研究而に お い て は ， 発生 ガス 分析法． 定電位

解析法 の 組合せ に よ る 省エ ネ ル ギ 一 的微小試料に よ る

〈住所変更〉

人 文 学部

丈｛fl；ギ務店 佐 久ll�J 克明

工 学 部

助 教 授 11jた ｜年義

報 第280号

消 息

炭素熱還 元 法 を 確立 さ れ た 。 ま た ， マ ン ガ、 ン 酸素系，

マ ン カー ン 鉄酸素 系 ニ ッ ケ ル鉄酸素系 及 び コ バル ト 鉄酸

素 系 の 化 合物の水素 ・ 二酸化炭素 混 合 ガ ス に よ る 還元

平衡の 測 定 の 研 究 に よ り 多 く の 業績 を 挙 げ ら れ ま し た 。

学 内 に お い て は ， 同 36年 7 月 か ら 富 山 大学附属 図 書

館工学部分館長 を l 期 2 年務め ら れ ， こ の 間 図 書 の 整

備， 充実 に 尽 力 さ れ ま し た 。 学 会 活 動 に あ っ て は ， 日

本金属学会評議 員 ， 日 本鉄鋼協 会評議員 を 歴任す る な

ど ， 学 会 の 発展 に 寄与 さ れ ま し た 。

ま た ， 同61年 4 月 ， 富 山 大学発 展 に 寄 与 さ れ た 功 績

に よ り ， 富 山 大学名誉教授 の称号が授与 さ れ ま し た 。

こ こ に 御冥 福 を 祈 り ， 謹 ん で哀悼 の 意 を 表 し ま す 。

教 養 部

助 教 授 小柳津広志

〈電話新設〉

経済学部

教 授 松 岡 潔

主 要 行 事

本 音日

2 月 2 日 第 2 回 公 開 講座委 員 会

2 ～ 6 日 学 内 会計監査

4 日 臨 時健康診断 （ 教養部 ス キ ー 実 習 参加 者 ）

5 日 文部省共済組合新支部 （ 高 岡 短 大 ） 設置 に

伴 う 打合せ 会
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9 ～ 1 0 日 学内会計監査

10 日 入国管理事務 に 関す る 説 明 会

1 3 日 第 5 回 大学院委員 会

情報処理セ ン タ ー運営委 員 会

学

入学試験管理委員 会 ・ 入学者選抜方法研究

委 員 会 合 同 委 員 会

入学定 員 確保 の た め の 情報交換会

16 日 放射性 同 位元素 委 員 会

部課長会議

第 1 固体育施設委 員 会

17 日 教務委員 会

入学者選抜方法研究委員 会専 門 委員 会

18 日 報道関係 者 と の 懇談会

19 日 事務電算化委 員 会

20 日 第 1 1 回 評議会

第 5 回総合大学院検討委員 会 自 然科学部会

21 日 R 連盟 ボ ウ リ ン グ大 会

（ 於 ： ト ヤマ ゴー ル デ ン ボウ ル ）

23 日 第 3 回 公 開 講座委 員 会

23 ～ 24 日 臨時東海 ・ 北陸地 区 国 立大学事務局 長会議

（ 於 ： 浜松医科大学 ）

24 日 第 2 回放射性同位元素総合実験室運営委員

会昭和61 年 度東海 ・ 北陸地区国 立学校施設

系職 員 研修 会 （ 於 ： 豊橋技術科学大 学 ）

公務 員 採 用 試験 に 関 す る 説明会

25 ～ 26 日 昭和62年 度推薦入学 ・ 社会 人特別選抜合格

者の 入学手続

教務 ・ 補導委 員 会の 合 同 委 員 会

第 5 回補導協議会

人 文 学 部 ｜
2 月 2 日 学 内 会計監査

3 日 大学 院 人文科学研 究科入学試験

大学院委員 打合せ会

4 日 紀要委員 会

1 0 日 大学 院 人文科学研 究科委員 会

人事教授会

13 日 学部教務 ・ 補導委員 会合同 会議

14 日 後学期授業終 了

大学 院 人文科学研 究科合格者 発 表

1 6 日 事務連絡会

1 6～ 21 日 集 中 講義指定期 間
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18 日 教授会

人事教授会

人文学部長候補者選挙管理委 員 会

1 9 日 学部入学志願 者調査書審査

20 日 真率会役員 会

23 日 事務連絡会

25 日 人文学部長候補者選挙管理委 員 会

｜ 教 育 学 部 ｜
2 月 1 日 附 属 中 学校入学者第一次選考 （ 学 力 検査 ）

3 日 学内 会計監査

附属小学校 入学者第一 次選考 （ 発 育検査 ）

4 日 教務委 員 会

補導委 員 会

人事教授会

5 日 附属 中 学校 入学者 第二次選考 （ 抽 選 ）

7 日 教育専攻科 入学者選抜試験

附属小学校 入学者第 二次専攻 （ 抽 選 ）

1 1 日 後学期 授 業 終 了

18 日 学部教務 ・ 補導 合 同 委 員 会

教授会

学部長候補者選挙

19 ～ 20 日 第30 回 記 念 国 立大学教育工学 セ ン タ ー 協議

会 及 び研究会 （ 於 ： 東 京 学芸大学 ）

21 日 教育専攻科合格者発 表

23～ 25 日 昭和61年度教員養成学部学生合宿研修 （ 冬

季 ） （ 於 ： 山 野 ス ポー ツ セ ン タ ー ・ 県 営 ゴ

ン ド ラ ス キ ー場 ）

経 済 学 部 ｜
2 月 3 日 コ ン ビ ュ ー タ ー管理運営委 員 会

4 日 夜 間 主 コ ー ス 運営委 員 会

学部教務 委 員 会

5 日 学 内 会 計監査

6 日 経済学専攻科 入学試験選考委員 会

論 集 委 員 会 （ 持 ち 回 り ）

9 日 学部図書委員 会

10 日 後学期授業終了

12 日 学部 入学方法検討 委 員 会

学部教務委員 会
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人事教授会

教授会

1 9 日 学部施設整備委 員 会

20 日 学部職業補導委員 会

2 1 日 経 済 学専攻科合格者 発表

24 日 短 大事務 引 継打合せ 会

25 日 学部教務委員 会

人事教授 会

教授 会

26 日 学部 入学方法検討 委 員 会

品凶号ー

2 月 2 日 学 内 会計監査

3 日 大学院理学研究科 （ 第 2 次 ） 入学志願者調

査書審査

理学部長候補者選 挙管理委 員 会

4 日 人事教授 会

4 ～ 5 日 大学院理学研究科 （ 第 2 次 ） 入学試験

1 2 日 理学研究科委 員 会

人事教授 会

14 日 後学期授 業 終 了

大学 院理学研究科 （ 第 2 次 ） 合格者 発表

1 6 日 学部 入試改善委員 会

事務連絡会

18 日 教授会

学部 長候補者選挙

人事教授会

19 日 学部 入学志願者調 査書審査

20 日 真率会役 員 会

23 日 事務連絡会

工 ！＿＿＿� 
2 月

3 ～ 4 日 大学院工学研究科 （ 第 2 次 ） 入学試験

4 日 学科主任会議

防 火対策委員 会

6 日 学 内 会計監査

1 6 日 学部教務委 員 会

1 8 日 教授会

報 第280号

専 任教授会

20 日 学部構内 交通対策 委 員 会

23 日 教授会

教官懇談会

教 養

2 月 1 4 日 後学期授業終了

16 日 補導委員 会

18 日 人事教授 会

教授会

附 属 図 書 館

2 月 4 日 学 内 会計監査

1 2 日 係 長事務打合せ会

1 3 日 小 ワ ー キ ン グ グル ー プ打合せ会

1 6 日 学術情報セ ン タ ー と の研究討議

19 日 小 ワ ー キ ン グ グルー プ打合せ会

24 日 小 ワ ー キ ル グ グルー プ打合せ会

ト リ チ ウム科学セ ン タ ー ｜
2 月 23 日 昭和61年度 第 6 回 富 山 大 学 ト リ チ ウ ム 科学

セ ン タ ー運営委 員 会

（於 ： ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ 一 会議 室 ）

｜ 保 健 管 理 セ ン タ ー ｜
2 月 4 日 臨 時健康診断 （ 教養 部 ス キ ー実習参加 者 ）

1 0 日 学 内 会計監査

｜ 経営短期大学部 ｜
2 月 4 日 学 内 会計監査

24 日 経 済 ・ 短大事務 引 継打合せ会

26 日 教授会

QU

 

句EA
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資 料

昭和62年度 入学志願者数

ナ,,.,,. 
部 学 科 ・ 課 程 昭 和 62 年 度 eg 和 6 1 年 度

募集 人員 志願者数 ｛音 率 募 集 人 員 志願者数 1音 率
人 文 戸寸皿A． 科 95 382 4 . 0  95 354 3 . 7  

人 文 学 部 語 学 文 学 科 95 358 3 . 8  95 244 2 . 6  
計 190 740 3 . 9  1 190 598 3 . 1  

小学校教 員 養 成 課 程 1 40 666 4 . 8  140 1 59 1 . 1  
中 学校教員 養 成 課 程 50 396 7 . 9 50 1 22 2 . 4  

教 育 学 部 養護学？交教員養成課程 20 103 5 . 2  20 49 2 . 5  
幼稚園教員 養 成 課程 30 1 10 3 . 7  30 93 3 . 1  

計 240 1 275 5 . 3  240 423 1 . 8 
経 済 学 部 144 886 6 . 2  144 352 2 . 4  

畳 間 主 経 営 学 科 124 734 5 . 9  124 433 3 . 5  
コ ー ス 経営法学科 102 379 3 . 7 102 771  7 . 6  

小 計 370 1 , 999 5 . 4  370 1 , 556 4 . 2  
経 j斉 学 部 経 済 学 科 20 100 5 . 0  20 44 2 . 2 

夜 間 主 経 営 学 科 20 67 3 . 4  20 45 2 . 3 
コ ー ス 経営 法学科 20 62 3 . 1  20 42 2 . 1  

小 計 60 229 3 . 8  60 1 3 1  2 . 2  
計 430 2 , 228 5 . 2  430 1 687 3 . 9  

数 学 科 43 167 3 . 9  43 64 1 . 5  
物 理 寸,tlん- 科 35 257 7 . 3  35 46 1 . 3 

理 A寸.u.ー 部 化 学 干十 43 238 5 . 5  43 69 1 . 6 
生 物 会十以， 科 35 306 8 . 7 35 66 1 . 9 
地 球 干ヰ 学 科 32 227 7 1 32 84 2 . 6  

計 188 1 , 1 95 6 . 4  188 329 1 . 8 
電 気 工 学 科 53 392 7 . 4  53 1 54 2 . 9  
工 業 化 学 科 48 394 8 . 2  48 1 46 3 . 0  
金 属 工 学 科 43 290 6 . 7  43 1 97 4 . 6  

工 学 音日 機 械 工 学 科 53 565 10 . 7 53 1 64 3 . 1  
生 産 機 械 工 学 科 43 372 8 . 7  43 202 4 . 7  
化 寸，，，ー－ 工 十= 科 43 329 7 . 7  43 1 09 2 . 5  
電 子 工 ρ寸んー 科 43 345 8 . 0  43 70 1 . 6 

計 326 2 687 8 . 2  326 1 , 042 3 . 2  
ム口、 計 1 , 374 8 ,  1 25 5 . 9  1 , 374 4 , 079 3 . 0  

（ 注 ） 理学部物理学科の募 集 人 員 に は ， 定 員 一部留保第 2 次募集 人 員 ( 1 2 ） を 除 く 。
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 

印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5 18 

電 話 （ 24) 1 7 5 5 ff\;) 


